
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　住宅の外壁に設置する外壁設置物を固定するための固定構造であって、

先端が外壁を貫通して露出し他端が躯体に固定された複数のネジ部材と
、前記ネジ部材に 螺合した支持プレートとを有し、前記ネジ部材に外壁設
置物を装着して支持プレートに当接させると共にネジ部材にナットを締結して外壁設置物
を固定することを特徴とする外壁設置物の固定構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、住宅の外壁に設置する例えば物干し金物のような外壁設置物を合理的に固定
するための固定構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　住宅では、洗濯物を乾かすために、物干し竿やロープを支持する物干し金物を外壁部分
から突出させて設けることがある。この場合、建物の外壁に固定プレートを取り付けると
共に腕を介して設けた支持片に一対のアームを取り付け、一方のアームを固定すると共に
他方のアームを移動可能に構成したものがある（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　また外壁の隅部に至るベランダを設ける場合、外壁の出隅部に一方の物干し金物を固定
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するのが一般的である。このような物干し金物に代表される外壁設置物を外壁に固定する
固定構造について図６により説明する。図に於いて、柱 51には図示しない金物を利用して
出隅部に配置されるコーナーパネル 52が取り付けられている。また柱 51には金物 53が所定
の手段で固定されており、この金物 53に設けたネジ部 53ａに物干し金物 54を固定するボル
ト 55が締結されている。
【０００４】
　従って、物干し金物 54は、ボルト 55によってコーナーパネル 52に圧接して固定されてお
り、これにより、コーナーパネル 52には柱 51方向への押圧力が作用している。即ち、コー
ナーパネル 52は独立した取付構造を持って柱 51に取り付けられるものの、ボルト 55による
柱 51方向への力が作用して金物 53に圧接することとなる。
【０００５】
【特許文献１】
　特開平０５－００７６９９号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　上記の如き固定構造では、物干し金物はボルトとコーナーパネルの表面とによって挟ま
れて配置され、ボルトの締結力によってコーナーパネルに圧接して固定される。またコー
ナーパネルには、物干し金物を介してボルトによる押圧力が作用し、該押圧力によって裏
面が柱に取り付けた金物に圧接している。このため、コーナーパネルは移動の自由度、即
ち、コーナーパネルに付与された取付位置の調整の自由度が損なわれてしまい、該コーナ
ーパネルの位置を調整し得なくなるという問題がある。
【０００７】
　また物干し金物に作用する力はボルトに対する引張力と曲げ力として作用し、特に、ボ
ルトに作用する引張力は相対的にコーナーパネル 52に対する圧縮力として、曲げ力はコー
ナーパネルに形成された穴からコーナーパネルに対する圧縮力として作用する。これらの
力は、ボルトを介してコーナーパネルの穴部分に集中して作用するため、部分的な圧壊を
生じる虞があるという問題が生じる。
【０００８】
　本発明の目的は、外壁設置物を外壁の出隅部に取り付ける際に、該外壁設置物を壁部材
に対し独立して躯体に取り付けることで、外壁を構成する壁部材の柱に対する取付構造に
影響を与えることなく、且つ壁部材に力を作用させることなく、該壁部材の取付位置の調
整の自由度を確保し得るようにした外壁設置物の固定構造を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために本発明に係る外壁設置物の固定構造は、住宅の外壁に設置す
る外壁設置物を固定するための固定構造であって、 先端
が外壁を貫通して露出し他端が躯体に固定された複数のネジ部材と、前記ネジ部材に

螺合した支持プレートとを有し、前記ネジ部材に外壁設置物を装着して支持プ
レートに当接させると共にネジ部材にナットを締結して外壁設置物を固定したものである
。
【００１０】
　上記固定構造では、外壁を貫通したネジ部材の一端が躯体に固定されるため、該ネジ部
材は片持ち梁として機能する。このため、ネジ部材に対し支持プレートを外壁の近傍まで
螺合させ、この状態でネジ部材に外壁設置物を装着して支持プレートに当接させると共に
ナットを締結することで、外壁設置物を支持プレートとナットに挟んで固定することが出
来る。
【００１１】
　従って、外壁設置物に作用する力は、片持ち梁として機能するネジ部材によって支持さ
れ、外壁に影響を及ぼすことがない。このため、外壁を構成する壁部材は、外壁設置物の
存在とは独立して躯体に取り付けられることとなり、該壁部材の有する取付位置の調整の
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自由度が損なわれることがない。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明に係る外壁設置物の固定構造の好ましい実施形態について説明する。本発
明に係る外壁設置物の固定構造は、例えば物干し金物に代表される住宅の躯体に固定され
た金物を介して外壁に設置される外壁設置物を固定する構造に関するものであり、特に、
外壁設置物に作用する力を外壁に及ぼすことなく、ネジ部材によって支持することで、外
壁を構成する壁部材の取付位置の調整の自由度を保持し得るように構成したものである。
【００１３】
　このため、外壁設置物を支持するネジ部材は、外壁を貫通するものの該外壁と接触或い
は係合することがなく、両者の間に力を伝達する機構を有していない。即ち、該外壁設置
物は外壁を貫通したネジ部材によって固定されるものの、該ネジ部材は、外壁と接触し或
いは係合することなく躯体に固定される。従って、外壁設置物に作用する全ての力を外壁
に対し独立した構造で躯体に伝達し得るように構成されている。
【００１４】
　本発明の外壁設置物は、住宅の外壁に接近して設置される物体であり、且つ躯体に固定
されるものであれば良く、個々の外壁設置物の機能を限定するものではない。また外壁設
置物の外壁に対する取付部の構造はネジを挿通する穴が形成されていることが必要である
ものの、他の形状や構造については特に限定するものではない。即ち、外壁設置物として
は、ネジを挿通する穴と、該穴を形成した座を有することが必要である。
【００１５】
　外壁は、住宅の外壁であれば良く、一般部に於ける平面的な外壁面や出隅部に於ける平
面部の何れであっても良い。また外壁を構成する部材も特に限定するものではなく、軽量
気泡コンクリートパネル（ＡＬＣパネル）やコンクリートパネル（ＰＣパネル）のような
外壁パネルを利用することが可能である。しかし、穴明け等の加工性が良好で、且つ力が
集中したとき圧壊する虞のあるＡＬＣパネルに適用したとき有利である。
【００１６】
　特に、本発明は躯体に対して取付位置を調整し得るように構成した壁部材を有する外壁
に適用したときに有利である。このため、外壁パネルを利用して構成した外壁であること
が好ましい。特に、躯体に対して取付位置を調整し得るように構成した壁部材としては、
建物の出隅部に配置されて二方向の外壁に対しての通りを調整し得るように構成されたコ
ーナーパネルに適用したときに有利である。
【００１７】
　外壁としては、鉄骨躯体としての柱が配置されていることが必要であり、該柱にネジ部
材の一端を直接或いは中間部材を介して固定することが好ましい。外壁を貫通して配置さ
れ一端が躯体に固定されたネジ部材は、外壁設置物の重量や該外壁設置物に作用する荷重
を含む力を支持する片持ち梁として機能する。
【００１８】
　このため、ネジ部材は、作用する力に充分に対抗し得る強度と剛性を発揮し得る太さと
材質、及び躯体に対する固定部分では充分に安定し得る固定構造を有することが好ましい
。このような固定構造としては、ネジ部材の端面のみを溶接するスタッド溶接ではなく、
ネジ部材を所定長さ範囲にわたって溶接した隅肉溶接であることが好ましい。
【００１９】
　ネジ部材は、躯体に固定された端部から外壁を貫通して露出した端部まで全長にわたっ
てネジが形成されていても良く、また外壁の外表面に対応する部位から自由端側にネジが
形成されたものでも良い。特に、ネジ部材が全長にわたってネジが形成されたものであれ
ば、製造面で有利である。また自由端側の所定長さ部分にのみネジを形成したものであれ
ば、支持プレートを螺合する際に、螺合深さをネジの切り上がり部分によって規定するこ
とが可能となり、建築現場に於ける作業性が向上する。
【００２０】
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　支持プレートはネジ部材に螺合して外壁の外表面の近傍に到達した位置（外壁の外表面
に接触することのない程度に接近した位置）を保持し、ネジ部材に装着された外壁設置物
の支持部材となるものである。この支持プレートは一方側の面に外壁設置物を当接させた
状態で、ネジ部材にナットを締結することで、該ナットと共同で外壁設置物を保持する機
能を有する。
【００２１】
　このため、支持プレートは、外壁設置物を挟んでナットを締めつけたとき、該外壁設置
物を安定した状態で姿勢を維持することが可能な程度の平面的な大きさと、ナットの締め
つけに応じて発生する締結力によって変形することのない程度の強度とを有することが必
要である。
【００２２】
　次に、本発明に係る固定構造の好ましい実施例について図を用いて説明する。図１は本
実施例に係る固定構造を説明する平面図である。図２は本実施例に係る固定構造を説明す
る展開図である。図３はネジ部材の構成を説明する図である。図４はネジ部材を固定する
バンドの構成を説明する図である。図５は外壁設置物としてのアンテナ支柱を外壁に固定
した例を説明する図である。
【００２３】
　図に於いて、住宅の躯体を構成する柱１には、図示しない金物を利用して外壁を構成す
る壁部材としてのコーナーパネル２が取り付けられており、該コーナーパネル２は前記金
物によって上下方向の取付位置、及び柱１の表面とコーナーパネル２の表面との平行度を
調整し得るように構成されている。
【００２４】
　従って、躯体を構成する柱１に取り付けたコーナーパネル２は、取付位置を調整するこ
とが可能であり、躯体を構成する図示しない梁に取り付けた他の外壁パネルとの位置関係
を所望の状態に調整して外壁面を同一面内に配置することが可能である。
【００２５】
　外壁を構成するコーナーパネル２には、ネジ部材３を貫通させる所定数の穴２ａが形成
されている。この穴２ａはネジ部材３を構成するネジ棒３ａの径よりも充分に大きい径を
有しており、ネジ棒３ａに物干し金物に代表される外壁設置物４に作用する力が伝達され
て撓みが発生しても、この撓みの影響を受けないように構成されている。
【００２６】
　即ち、ネジ部材３を構成するネジ棒３ａは、コーナーパネル２から露出した位置に固定
した外壁設置物４の重量や該外壁設置物４に作用する力が作用する片持ち梁としての機能
を有する。このため、ネジ棒３ａは前記重量や力に充分に対抗し得る太さを有し、且つネ
ジ棒３ａは座３ｂ及び隣接する取付片３ｅに溶接されている。しかし、ネジ棒３ａに力が
作用するため、必然的に撓みが発生することから、穴２ａは通常のネジ穴の径よりも大き
い径を持って形成される。
【００２７】
　ネジ部材３は、バンド５によって柱１に固定され、この状態でネジ棒３ａがコーナーパ
ネル２を厚さ方向に貫通して先端部分が露出し、この露出したネジ棒３ａに支持プレート
６が螺合している。支持プレート６はコーナーパネル２の表面に接近した位置であって当
接することのない位置まで螺合し、この螺合位置を保持している。
【００２８】
　外壁設置物４は、ネジ棒３ａの端部側から装着されて支持プレート６に当接した状態で
、ネジ棒３ａにナット７を締結することでネジ部材３を介して柱１に固定されている。こ
のとき、外壁設置物４を固定するためにナット７に作用する締結力は支持プレート６に支
持される。
【００２９】
　従って、外壁設置物４は支持プレート６とナット７によって挟まれた状態で固定され、
該外壁設置物４を固定する際に、外壁（コーナーパネル２）に何ら力を及ぼすことがない
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。このため、外壁は移動が拘束されることがなく、取付位置を自由に調整することが可能
である。即ち、外壁設置物４と外壁を構成するコーナーパネル２は、夫々独立して柱１に
取り付けられるため、外部からの操作に伴って互いに独立して移動することが可能である
。
【００３０】
　本実施例に於いて、外壁を構成する壁部材を代表してコーナーパネル２を用いた場合、
即ち、外壁設置物４を建物の出隅部に設置する場合の構造について説明したが、外壁設置
物４の取付位置を出隅部にのみ限定するものではないことは当然であり、出隅部以外の外
壁に取り付ける場合には、コーナーパネル２の代わりに外壁パネルが配置される。
【００３１】
　上記取付構造に用いられるネジ部材３は、図３に示すように、ネジ棒３ａと、ネジ棒３
ａの端面を溶接した座３ｂと接触片３ｃ及び固定片３ｄを有する取付片３ｅを有して構成
されている。取付片３ｅの形状については特に限定するものではないが、本実施例では、
座３ｂと固定片３ｄを柱１から略直角に突出させ、接触片３ｃを柱１の２辺に接触させる
ようなクランク状に形成されている。また取付片３ｅの座３ｂ，固定片３ｄには夫々バン
ド５と接合するために複数のネジ部３ｆが形成されている。更に、ネジ棒３ａは端面が座
３ｂに溶接され、該端面側から所定長さ範囲が取付片３ｅの一部に溶接されている。この
ため、ネジ棒３ａの自由端側に力が作用した場合であっても、充分に安定して支持するこ
とが可能である。
【００３２】
　ネジ棒３ａは、コーナーパネル２を厚さ方向に貫通すると共に先端部分に外壁設置物４
を装着するのに充分な長さと、外壁設置物４に作用する力が伝達されたとき、この力に充
分に対抗し得る強度と剛性を発揮し得る太さを有している。またネジ棒３は外壁設置物４
を支持するのに充分な強度を発揮し得る数であれば良い。しかし、ネジ部材３に外壁設置
物４を装着したとき、該外壁設置物４の回転を防止して安定させるためには、２本のネジ
棒３ａを有することが好ましい。
【００３３】
　本実施例に於いて、ネジ棒３ａはＭ８のネジとして形成されている。このサイズのネジ
棒３ａでは、約１００ kg程度の荷重に耐えることが可能である。従って、外壁設置物４に
１００ kg以上の荷重が作用する場合、ネジ棒３ａのサイズ，バンド５の寸法を大きくする
ことで対応することが可能である。
【００３４】
　またネジ棒３ａは全長にわたってネジが形成されているが、必ずしも全長にわたってネ
ジを形成する必要はなく、自由端側に於けるコーナーパネル２から露出する部分に形成さ
れていれば良い。特に、有効ネジ部を自由端側からコーナーパネル２の外表面と一致する
部位か、或いは僅かに先端側の部位とすることによって、ネジ棒３ａに対する支持プレー
ト６の螺合深さを規制することが可能となり有利である。
【００３５】
　バンド５は、図２，４に示すように、ネジ部材３を柱１に固定する機能を有するもので
あり、該ネジ部材３の取付片３ｅの形状に応じた形状を持って形成されている。バンド５
は、柱１を抱き込んで取り付けられるように、柱１の太さに応じた略四角形に形成される
と共に端部にネジ部材３の座３ａ，固定片３ｄと当接する固定片５ａが夫々形成されてい
る。また固定片５ａにはビス５ｃを挿通するビス穴５ｂが形成されている。
【００３６】
　従って、予め柱１に所定数のバンド５を抱きつけておき、柱１にネジ部材３を配置した
後、ビス５ｃによってバンド５のビス穴５ｂ側からネジ部材３の座３ｂ，固定片３ｄに設
けたネジ部３ｆに締結することで、ネジ部材３を柱１に固定することが可能である。
【００３７】
　支持プレート６の中心にはネジ部材３のネジ棒３ａと同一の仕様を持ったネジ部６ａが
形成されており、外壁設置物４のベース４ａが当接した状態でナット７を締めつけたとき
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、該外壁設置物４が転倒することのない寸法と形状を持ったプレートとして形成されてい
る。従って、支持プレート６は円形であっても良く、矩形或いは長方形であっても良い。
【００３８】
　ナット７は、通常の平ナットで良いが、本実施例では袋ナットを用いている。この袋ナ
ットでは、ネジ棒３ａの先端を袋状に包んで露出させることがなく、雨水の浸入を防止す
ることが可能で、且つ外観を向上させることが可能である。
【００３９】
　前述の実施例では、外壁設置物４として物干し金物を利用した場合について説明したが
、外壁設置物４としては、物干し金物に限定するものではなく、他の機能を有する外壁設
置物、例えば、アンテナ支柱固定用の金具や、屋上点検用用の梯子、或いはベランダ用の
屋根を固定する金物等を利用することが可能である。
【００４０】
　図５は、建物の外壁に外壁設置物４としてのアンテナ支柱固定用金具を固定した場合の
例を示す図である。尚、図に於いて前述の実施例と同一の部分及び同一の機能を有する部
分には同一の符号を付して説明を省略する。
【００４１】
　図に於いて、外壁８は、柱１を含む躯体に所定の手段で取り付けられた複数の外壁パネ
ルによって構成されている。外壁設置物４を取り付けるべき位置に対応して配置されてい
る柱１には、上下方向に複数のネジ部材３が配置され、夫々バンド５によって固定されて
いる。尚、ネジ部材３及びバンド５は前述の実施例と同様に構成されており、且つ同様の
手段で柱１に固定されている。
【００４２】
　外壁設置物４はアンテナの支柱であり、所定の長さを持った丸パイプによって構成され
ている。このため、ネジ部材３の先端には前記パイプを嵌合して固定する固定金物９が装
着されており、ネジ部材３にナット７を締結することで固定されている。
【００４３】
　上記の如く、ネジ部材３に直接取り付けた固定金物９に外壁設置物４を固定することで
、該外壁設置物４を建物の外壁８に固定することが可能である。従って、機能や形状の異
なる外壁設置物４に対応させた固定金物９を構成し、この固定金物９を介して如何なる形
状を持った外壁設置物４であっても外壁に固定することが可能である。
【００４４】
【発明の効果】
　以上詳細に説明したように本発明に係る外壁設置物の固定構造では、一端を躯体に固定
したネジ部材のネジ棒を外壁を貫通して配置し、このネジ棒の外壁の外面側に支持プレー
トを螺合させ、更に、ネジ棒に外壁設置物を装着してナットを締結することで、外壁設置
物を支持プレートとナットに挟んで固定することが出来る。
【００４５】
　従って、外壁設置物に作用する力は片持ち梁として機能するネジ棒によって支持され、
外壁に作用することがない。このため、外壁を構成する壁部材は、外壁設置物の存在に関
わらず、該壁部材の有する取付位置の調整の自由度が損なわれることがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例に係る固定構造を説明する平面図である。
【図２】本実施例に係る固定構造を説明する展開図である。
【図３】ネジ部材の構成を説明する図である。
【図４】ネジ部材を固定するバンドの構成を説明する図である。
【図５】外壁設置物としてのアンテナ支柱を外壁に固定した例を説明する図である。
【図６】従来の外壁設置物の固定構造を説明する図である。
【符号の説明】
　１　　　　　　　　　　　柱
　２　　　　　　　　　　　コーナーパネル
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　２ａ　　　　　　　　　　穴
　３　　　　　　　　　　　ネジ部材
　３ａ　　　　　　　　　　ネジ棒
　３ｂ　　　　　　　　　　座
　３ｃ　　　　　　　　　　接触片
　３ｄ　　　　　　　　　　固定片
　３ｅ　　　　　　　　　　取付片
　３ｆ　　　　　　　　　　ネジ部
　４　　　　　　　　　　　外壁設置物
　５　　　　　　　　　　　バンド
　５ａ　　　　　　　　　　固定片
　５ｂ　　　　　　　　　　ビス穴
　５ｃ　　　　　　　　　　ビス
　６　　　　　　　　　　　支持プレート
　６ａ　　　　　　　　　　ネジ部
　７　　　　　　　　　　　ナット
　８　　　　　　　　　　　外壁
　９　　　　　　　　　　　固定金物
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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